（別紙２）

「行政業務システム連携推進事業（アクセス手段としての携帯電話の
利便性向上方法の検証）」提案書類の構成及び作成要領等

「行政業務システム連携推進事業（アクセス手段としての携帯電話の利便性向上方法の検証）」に係る提案の公募を行うに当たり、提案書類の構成及び作成要領等について以下のとおり定めます。
１　提案書類の構成
· 提案書
[様式１]　3企画提案書（表紙）


[様式２]　4実証事業実施計画書


[様式３]　6実施体制説明書


[様式４]　8予算計画書


[様式５]　10主要設備・備品リース・レンタル計画書


[様式６]　11設備購入計画書


　■　その他補足資料 


２　提案書類の規格
提案書類の用紙はすべて日本工業規格Ａ４判とし、事業者等のロゴ、名称等の入った用紙は使用しないで下さい。また、提案書はすべて日本語で作成し、中央下に通しページ番号を付して下さい。
３　作成要領
提案書は、実施責任者（プロジェクト・リーダー）
が、実証事業に関わるすべての事業者の総意に基づいて記入して下さい。
　　記入に際しては、以下の事項について注意をお願いします。
(1) 提案書は、実証事業全体の実施期間に渡る全体計画を基に記入して下さい。
(2) 実証事業実施期間については、原則、平成２３年度末（平成２４年３月末）内で、現時点で必要と考える期間を記入して下さい。
(3) 提案書に虚偽の記載があった場合には、採択を決定した後であっても決定を取り消す場合があります。
４　提出書類
応募に当たっては、下記書類等を提出して下さい。
・提案書（［様式1］～［様式6］）





・概要説明資料







・その他補足資料




　　　　　　　　
・提案書全体を保存した電子媒体（ＣＤ又はＤＶＤ）



［様式1］
平成　　年　　月　　日
行政業務システム連携推進事業（アクセス手段としての携帯電話の利便性向上方法の検証）
企画提案書（表紙）

	実証

事業者
(共同提案の場合、代表事業者)
	ふりがな
事業者名
	


	
	ふりがな
代表者氏名
（役職）
	（　　　　　　　　　）
	ふりがな
契約担当者氏名
（役職）
	（注１）
（　　　　　　　　　）

	
	所在地
	〒


	実証事業
責 任 者
（共同提案の場合、代表責任者）
	ふりがな
氏　名
	
	所属・役職
	

	
	連絡先
	〒


	
	
	Tel.　：
Fax.　：
E-mail：

	
	事　務
連絡先
	※上記連絡先と異なる場合にのみ、記入して下さい。


	実証事業概　要
	提案内容
	※200字程度で簡潔に記入して下さい。
※本欄の記述を公表することがありますので、その点にご留意ください。

	
	費　用
	実証事業総額　　　　　　　○○百万円

	
	実施期間
	平成２３年度の契約締結日～平成２４年０３月３０日

	実証事業形態
(いずれかにレ印を記入)
	・　　単独　　　　　　　・　　共同


（注1） 内規等に拠り、事業者の代表者（例：代表取締役社長）とは異なる者（例：○○部門本部長）が契約行為を行う場合には、担当者の氏名と役職を記載して下さい。代表者と同じ場合は「同左」と記載。

（注2） 提出に当たって、赤字部分は消してください。
［様式2］
実証事業実施計画書
	１　実証事業の目的
※　「行政業務システム連携推進事業（アクセス手段としての携帯電話の利便性向上方法の検証）」について、目的とゴール、及びサービス提供者及び利用者において想定される効果について、分かりやすく記載願います。
２　実証事業の内容

※　本実証事業で対象とする業務範囲についてイメージ図を用いるなどし、分かりやすく記入してください。
※　本実証事業で対象とした業務範囲の現状と潜在する課題について、具体的かつ明瞭に記入してください。
※　上記で挙げられた課題の解決法と、そのTO-BEモデルについてイメージ図を用いるなどし、分かりやすく記入してください。
※　解決法に対して何を検証するのか、項目及び方法を分かりやすく記入して下さい。
３　実証事業システムの概要

※　「行政業務システム連携推進事業（アクセス手段としての携帯電話の利便性向上方法の検証）」で提案対象となるシステムの全体イメージについて図を用いるなどし、分かりやすく記載してください。

※　本事業において新規導入されるシステムの範疇、及びその機能説明を、簡潔明瞭に記載してください。

※　本事業において既存システムのカスタマイズが想定される場合、その範疇、及びその機能説明を、簡潔明瞭に記載してください。
※　本事業において敷設されるシステムの運用イメージを、利用者の定義を含め、簡潔明瞭に記載してください。
４　導入効果予測
※　今回の実証事業で目指す姿が実現された際の定量・定性効果を簡潔明瞭且つ具体的に記載してください。

５　実証事業推進における体系
※　本実証事業を実施する上での体系やステークホルダーを簡潔明瞭に記載してください。
（例）

目標：○○○
　　　　　　

××に関する検討会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×××の調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×××の検討
△△に関する実証実験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△△システムの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△△の検証

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△△△の実証

　　　　　･･･

６　実証事業の進め方

※　提案する事業の進め方や手法について、上記の体系に従い、詳細かつ具体的に記入してください。
７　実証事業スケジュール及び所要額

※　共同提案の場合は、全体計画について記入して下さい。
（　）内は当該年度の所要額、単位：百万円
実証事業内容
H23年

１０月
H23年

１１月
H23年

１２月
H24年

１月
H24年

２月
H24年

３月
計
（例）
ア）××に関する開発
1.××の調査

2.××の構築
2-1.××技術の開発
2-2.××技術の開発
3.××の実証
イ）△△に関する実証
1.△△システムの開発
1-1.△△の構築
1-2.△△の実証
　　・
　　・
(***)
(***)
(***)
(***)

(***)
(***)
(***)
(***)
****
****
****
****
****
****
所要額
****
****
*****
(注1)　所要額は消費税込みの金額を記入して下さい。
(注2)　所要額はあくまでも委託先を選定する際の参考として記入いただくものであり、契約金額について何ら保証するものではありません。


（注1） 枚数は４０ページ以内に収まるよう記述願います。
（注2） 文字のフォントサイズはMS明朝１０P以上、行間は１３P以上で記載願います。
（注3） 提出に当たって、赤字部分は消してください。
［様式3］
実施体制説明書
	１　代表責任者
氏名：
所属：
住所：
電話：　　　　　　　（内線）
ＦＡＸ：
E-mail：
２　経理責任者
· 契約手続等の事務手続を行う責任者を記入して下さい。
氏名：
所属：
住所：
電話：　　　　　　　（内線）
ＦＡＸ：
E-mail：
３　実証事業体制図
· 共同提案の場合は、それぞれの事業者（再委託先）の分担関係を明確に記入して下さい。
（例）
代表責任者：○○　○○（A社）
××に関する開発
・担当
開発リーダー：○○　○○（A社）
実証事業員：○○　○○（A社）
　　　　　　　○○　○○（B社）
開発補助者（○○名）
　　　　　　　　　　・使用する主な機器
　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○（リース）
　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○（既存設備）
△△に関する実証
・担当
開発リーダー：○○　○○（B社）
実証事業員：○○　○○（C研究所）
　　　　　　　　・
４　各事業者の役割分担
· 共同提案の場合のみ。
（例）
（A社）
・××の実証事業のうち、…
・△△の実証事業のうち、…
　　・
　　・
（B社）
・××の実証事業のうち、…
・△△の実証事業のうち、…
　　・
　　・
５　実証事業実施場所
· 本実証事業の一部を指定された地域以外の場所（国外を含む）で実施する場合には、その理由を記述して下さい。
（例）
主な開発場所：○○○○○社　（住所：○○県○○市・・・　　　　　　　　）
開発場所：　   ・ 　　　（住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・　　   （住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　）
６　実施責任者（プロジェクト・リーダー）
氏名（ふりがな）

勤務先及び職務経歴
７　共同実証事業契約等について（参考）
· 本実証事業に関連した分野において、他の企業、組合、公益法人、独立行政法人、大学等と共同又は実証事業協力等の契約をしている場合には、その内容を説明して下さい。また、将来そのような契約又は関係を結ぶ予定があれば記入して下さい。）



注）提出に当たって、赤字部分は消してください。
［様式4］
予算計画書
（１）経費の内訳（※共同提案の場合は、全体計画について記入して下さい。）

[image: image1.emf]使用機関 金額［円］

例） (注1) (注2) （注10） (注3)

Ⅰ．物品費　（注4） *,***,***

１．備品費 機器名（単価・個数・期間を記載） **,***×1.05 **,***A社

２．消耗品費 機器名 **,***×1.05 **,***C研究所

３．保守費 機器名 **,***×1.05 **,***B社

４．機器類リース・レンタル費 機器名 **,***×1.05 **,***B社

５．設置工事費 機器名 **,***×1.05 **,***A社

Ⅱ．人件費　（注5） *,***,***

１．開発・実証員費 開発・実証員A *,***円×***人・時＝ **,***×1.05 **,***A社

開発・実証員B *,***円×***人・時＝ **,***×1.05 **,***A社

開発・実証員C *,***円×***人・時＝ **,***×1.05 **,***A社

２．開発・実証補助員費 開発・実証補助員D *,***円×***人・

時＝

**,***×1.05 **,***A社

Ⅲ．その他の経費 *,***,***

１．光熱水費 電気使用料  *,***円×12ヶ月＝ **,***×1.05 **,***A社

２．旅費・交通費 (東京－札幌間) **,***円×*人・回＝ **,***×1.05 **,***B社

(東京－那覇間) **,***円×*人・回＝ **,***×1.05 **,***C研究所

３．設備施設費 施設・設備名 **,***×1.05 **,***B社

４．協議会経費 **,***×1.05 **,***A社

５．委員調査費 **,***×1.05 **,***B社

６．報告書作成費 **,***×1.05 **,***C研究所

７．その他特別費 ※詳細にご記入下さい。 ×1.05 **,***B社

**,***,***

Ⅳ．一般管理費 (注7) *,***,***

積算内容

Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ

(Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ)×一般管理費率α

項　　目

○．直接経費 (注6)


（２）予定している外部への委託・請負先と内容及び経費
（３）委託・請負を行う理由

(注1) 同列には、人件費や海外での宿泊費など「（日本国内の消費税の）課税取引に係る仕入れ額以外の仕入れ額」のみを記入して下さい。
(注2) 同列には、「（日本国内の消費税の）課税取引に係る仕入れ額（税込み）」および「（注１）列で算出した額に、消費税相当額を加算した額」を記載して下さい。
(注3) Ⅰ～Ⅲの各項目の金額は、消費税込みの額を記入して下さい。
(注4) 実証事業設備の概要を様式６に記入して下さい。
(注5) 国立大学法人・公立大学等に所属する研究者等の人件費は積算に含むことができません。
(注6) Ⅰ～Ⅲの各項目の総額を記入して下さい。
(注7) 直接経費の１０％以下の額を記入して下さい。（申請時における積算は不要）
(注8) Ⅰ～Ⅳの合計を記入して下さい。
(注9) 総額のうち、消費税に相当する額を記入して下さい。


（＝［直接経費のうち、消費税に相当する額］＋［一般管理費］×5/105）
(注10) 共同実施の場合は、項目ごとに開発費を使用する事業者を明記して下さい。
(注11) 提出に当たって、赤字部分は消してください。
［様式5］
主要設備・備品リース・レンタル計画書
	設備名・
メーカー・型番
	性能・仕様・期間
	金　額
	使用目的
使用事業者

	○○設備
（メーカー、型番などもわかる範囲で記入して下さい。）
	性能：
仕様：
（平成○○年○月～平成○○年○月）

	単価○○円
（1ヶ月）

	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


注）提出に当たって、赤字部分は消して下さい。
［様式6］
設備購入計画書
	設備名・

メーカ・型番
	性能・仕様・

購入予定時期
	金　額
	使用目的

使用場所
	リース不可の理由及び

事業期間終了後の取扱い

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


注）事業実施期間終了後の購入機器の取扱いについては、できるだけ詳細に記入して下さい。
受託者








�提案する開発・実証の内容、実施の際の進捗管理等、開発・実証全般を総括する者。代表機関における責任者がこれにあたる。
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		項　　目 コウメ						積算内容 セキサンナイヨウ								使用機関 ツカヨウキカン		金額［円］ キンガクエン

								例）		(注1) チュウ				(注2) チュウ		（注10） チュウ		(注3) チュウ

		Ⅰ．物品費　（注4） ブッピンヒチュウ																*,***,***

				１．備品費 ビヒンヒ				機器名（単価・個数・期間を記載）		**,***		×1.05		**,***		A社

				２．消耗品費				機器名		**,***		×1.05		**,***		C研究所

				３．保守費				機器名		**,***		×1.05		**,***		B社 シャ

				４．機器類リース・レンタル費				機器名		**,***		×1.05		**,***		B社 シャ

				５．設置工事費 セッチコウジ				機器名		**,***		×1.05		**,***		A社 シャ

		Ⅱ．人件費　（注5） ジンケンヒチュウ																*,***,***

				１．開発・実証員費 カイハツジッショウインヒ				開発・実証員A *,***円×***人・時＝ カイハツジッショウイン		**,***		×1.05		**,***		A社

								開発・実証員B *,***円×***人・時＝ カイハツジッショウイン		**,***		×1.05		**,***		A社

								開発・実証員C *,***円×***人・時＝ カイハツジッショウイン		**,***		×1.05		**,***		A社

				２．開発・実証補助員費 カイハツジッショウホジョインヒ				開発・実証補助員D *,***円×***人・時＝ カイハツジッショウホジョイン		**,***		×1.05		**,***		A社

		Ⅲ．その他の経費 タケイヒ																*,***,***

				１．光熱水費 コウネツミズヒ				電気使用料  *,***円×12ヶ月＝		**,***		×1.05		**,***		A社

				２．旅費・交通費 リョヒコウツウヒ				(東京－札幌間) **,***円×*人・回＝ トウキョウサッポロ		**,***		×1.05		**,***		B社 シャ

								(東京－那覇間) **,***円×*人・回＝ トウキョウナハ		**,***		×1.05		**,***		C研究所 ケンキュウショ

				３．設備施設費 セツビシセツヒ				施設・設備名		**,***		×1.05		**,***		B社 シャ

				４．協議会経費 キョウギカイケイヒ						**,***		×1.05		**,***		A社

				５．委員調査費						**,***		×1.05		**,***		B社 シャ

				６．報告書作成費 ホウコクショサクセイヒ						**,***		×1.05		**,***		C研究所 ケンキュウショ

				７．その他特別費 タトクベツヒ				※詳細にご記入下さい。				×1.05		**,***		B社 シャ

		○．直接経費 (注6) チョクセツケイヒ						Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ										**,***,***

		Ⅳ．一般管理費 (注7) イッパンカンリヒ						(Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ)×一般管理費率α イッパンカンリヒリツ										*,***,***

		Ⅴ．総　　額 (注8) フサガクチュウ						Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ										**,***,***

		うち消費税額 (注9) ショウヒゼイガクチュウ																***,***





Sheet2

		WBS
No		検証事業内容 ケンショウジギョウナイヨウ		成果物 セイカブツ		期間 キカン				H21年度 ネンド

								開始日 カイシビ		終了日 シュウリョウビ		9月 ガツ								10月 ガツ								11月 ガツ								１２月 ガツ								１月 ガツ								２月 ガツ								３月 ガツ

												１W		２W		３W		４W		１W		２W		３W		４W		１W		２W		３W		４W		１W		２W		３W		４W		１W		２W		３W		４W		１W		２W		３W		４W		１W		２W		３W		４W

		1.		××の調査 チョウサ

		1.1.		××の調査 チョウサ		調査報告書 チョウサホウコクショ		2009/9/1		2009/9/11

		1.2.		××のレビュー		レビュー検収書 ケンシュウショ		2009/9/11		2009/9/11

		2．		××の設計 セッケイ

		2.1.		××機能設計 キノウセッケイ		機能設計書 キノウセッケイショ		2009/9/11		2009/9/25

		2.2．		××レビュー		レビュー検収書 ケンシュウショ		2009/9/25		2009/9/25
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